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まで個別的に論じた研究(大川・孟 1984~、劉麗 1988、プロジェクト D1999~)や全体















































































                                                   
5 成分分析とは語の意味をより小さな成分(意味成分)に分解し、語の意味関係を形式
化しようとするものである。たとえば男は［+人間］∧［+男性］、女は［+人間］∧［－

































































































                                                   
11 手の定義は鎌倉 1989:22にしたがった。 


















































  なにかを持とうとするとき、手はその物に近づくと同時に、母指先端と他の指 
  (1~4本)の先端の間を広げる。物の上空に達したとき、“間口”の大きさは物の径  
  よりも大きい。手は下降し、開かれていた母指と他指の間は閉じて物が摑まれる。 
  手はふたたび上昇する。この間に指はさまざまに動いて、手の中の物の位置を変  
  える。最後に、その物と手指は、慣れた 1つの関係に落ち着く。(中略)最終段階 
  に落ち着いた後の手の指は、もはやほとんど動かない。まったく動かないわけで  
  はなくても、物と指の相対関係は変わらない。いまここで“静的な使用形態”と  



































                                                   
1 出身地は 5~15歳までのうちもっとも長く生活した地域を尋ねた。年齢を 5~15歳に
設定した理由はこの時期が一般に言語形成期にあたると考えられるためである。  
2 10名のインフォーマントから得たデータに対する信頼性について説明しておきたい。
























C1 河北省承徳市 30 女 
C2 遼寧省撫順市 29 男 
C3 山西省呂梁市 23 女 
C4 遼寧省錦州市 38 男 
C5 河北省保定市 25 女 
C6 河南省洛陽市 23 女 
C7 山西省臨汾市 24 女 
C8 北京市 30 女 
C9 北京市 27 男 
































































2.2.1.1 手の構造10   
手とは手首の関節より先、指先までの部分を指す。  
 






                                                   
10 手の構造については鎌倉 1989:22-36、上羽 2010:60-89を参考にした。 





























図 5 母指対立(鎌倉 1989:38図 23「母指と指の関節運動の名称」の一部を引用) 



















                                                   





  軌跡運動:線の形状(直線、曲線) 
      運動面(平面、立面、表面、断面、上昇面) 
      運動の方向(右、左、上、下、前、後) 
  様態:大きい、小さい、速い、遅い、繰返す 



















































の 6 つの基準をもとに動作について設定した 20 の分析項目に則してビデオデータを
分析する。 
                                                   













表す。例えば「托 C101」は“托”についてインフォーマント C1が 1番目に行った動
作を表し、「托 C1002」は“托”についてインフォーマント C10が 2 番目に行った動
作を表す。表の横軸には動作について設定した分析項目が並ぶ。 
分析ではインフォーマントが行った動作が各分析項目に当てはまる場合、すなわち

















図 6 両手の関係(左図:線的接触、中間図:面的接触、右図:非接触) 











か」の 5つの分析項目を設ける16。一指による動作は 10000、二指による動作は 01000、
以下、00100、00010、00001 と表される。指の本数の分析項目については一つの項
目の答えのみが YESとなり 1と表される。その他の項目の答えはすべて NO、つまり
0と表される。一指かつ二指による動作、11000 などの組み合わせは存在しない。  
指の状態について 
指の状態の分析については主にロボットの手の製作の見地から手の作業を考察し
た Yamashita and Mori1963:65-67を参考にした。Yamashita らは指の状態にかんす
る 4つの分析項目―指は曲がっているか(Are fingers bent?)、指先は手掌に接してい










るか(Do finger tips reach to palm?)、指と手掌は輪を形成するか(Is a ring made by 
fingers and palm?)17、隣り合う指は互いに接しているか(Are fingers touched?)―へ
の答えの組み合わせによって手の作業を六種類に分類した。 
 






























次に指の内転・外転についてである。Yamashita and Mori は内外転について「隣
り合う指は互いに接しているか」という分析項目を設定している。これは指は内転し
ているかということを示すと考えられる。鎌倉 1989:79では手の静的な使用形態のう





(proximal interphalangeal joint)が 90度以上屈曲していると判定した場合、指先は
手掌に接しているとする(日本整形外科学会身体障害委員会等 1974:130-131 表Ⅲ「手
指計測」参考)。 
















図 9 指の内外転の状態(左図:内転している状態、中間図:外転している状態、右図: 内
転も外転もしていないニュートラルな状態) 
   
 
よって本稿では指の内転・外転について「内転しているか」、「外転しているか」と
いう 2 つの分析項目をもうける。内転している状態は 10、外転している状態は 01、
内転も外転もしていないニュートラルな状態は 00と表される22。   




対立しない場合は 0と表される。  
















































図 10 手掌の向き(左図:上向き、右図:下向き) 
  
 
図 11 手掌の向き(左図および中間図:内向き、右図:外向き) 
   
 








































3.2.1.1 “托”について   
まず“托”についての辞書等の記述をみていく。 
《现代汉语词典第 6版》(以下《现汉》とする) ：托 1①3手掌或其他东西向上承受
(物体)：两手托着下巴/茶盘托着茶杯和茶壶。 






3 「托 1①」とは見出し語「托 1」の第一義であることを表す。 
27 
 
《现代汉语规范词典第 3版》(以下《规范》とする) ：托 1①用器物或手掌承受(物 
体)：手托着枪/用盘子托着几杯酒/托盘。 























































                                                   
























































































































                                                   

























における動作数はそれぞれの手を 0.5ポイントとし、動作 1例で 1ポイントとなるよ
うにした。 
 
3.2.2.1  “托”の結果と考察  
“托”の結果 



























                                                   














図 13 両手動作(左図：托 C101、中間図：托 C201、右図：托 C704)7 
   
 
図 14 片手動作(左図：托 C301、中間図、右図ともに托 C601) 
   
 
図 13両手動作の中間図(托 C201)についてインフォーマントは“手托一本书。”、“托
着小孩儿，托着婴儿”と発言している。また図 13 両手動作の右図(托 C704)について
“比如说，你上火车要往行李架上放东西，把包托上去。”と発言している。その他の
インフォーマントの発言も参考にすれば両手動作時の対象物は子ども、大きい皿、カ





                                                   
























                                                   







図 16 腕による動作(托 C801)9 
 
 











































3.2.2.2  “捧”の結果と考察  
“捧”の結果 





























                                                   

















図 18 手掌を上に向け物体を支持している動作(左図：捧 C401、右図：捧 C902) 
  
 




























どの理由が想定される。以下に示す図 20は手が非接触の状態での動作である。  
 



















図 21 両手が線的接触の状態での動作(左図：捧 C701、右図：捧 C1001) 





























献给比较尊敬的人，比如捧着一条什么东西这样捧。(捧 C504/捧 C505) 























3.2.2.3  “端”の結果と考察  
“端”の結果 







“端”は全動作 19例中両手動作が 16例、片手動作が 3例で、基本的に両手で行わ





して手掌に接触しない状態が 5.5 例、指が屈曲して手掌に接触する状態が 6.5 例であ
った。“端”は指の屈伸に関してはいずれの状態の場合もあることになる。指の内外







指の対立については全動作 19 例中、4 例で母指が他指に対立し、15 例では対立しな
かった。母指は他指に対立することもあるが対立しないことが多い。 
爪の関与はすべての動作で確認されなかった。  



































図 24 “端”の両手動作(左図：端 C102、中間図：端 C602、右図：端 C1001) 








                                                   





図 25 “端”の片手動作(左図：端 C402、中間図：端 C702、右図：端 C901) 








図 26 “端”が表す動作のバリエーション 
上段左図は「端 C101」、上段中間図は「端 C201」、上段右図は「端 C301」、下段左図
は「端 C501」、下段右図は「端 C601」である。 




















































3.2.2.4 “握”の結果と考察  
“握”の結果 




























































































                                                   













































3.2.2.5 “攥”の結果と考察  
“攥”の結果 








 両手の協調の有無については全動作 18 例中両手動作が 2 例、片手動作が 16 例で、
ほぼ常に片手で行われる動作である。これは李葆嘉 2013:276 による“攥”は片手動
                                                   









































図 31 インフォーマントが“攥”について 1番目に行った動作(一部) 
(左図：攥 C101、中間図：攥 C201、右図：攥 C301) 




















                                                   
































た動作も行ったが(握 C402)、その場合指先は手掌に接触しない。  
58 
 
図 32 対象物が“笔”の場合(左図：握 C403、右図：攥 C401(右手動作)) 
   
 





インフォーマント C5も精密把握にあたる“握笔”の動作を行っている(握 C503)。 た
だしインフォーマント C3は握力把握の“握笔”の動作(握 C302)を行っている(図 33)。 
 















































れた。いずれも図 36に示す“攥拳”の動作である(攥 C401、攥 C804、攥 C1001の 3
例)。これは《现汉》なども記述している例である。  
 










































                                                   
23 これらは“攥”の調査時インフォーマントが実際に発言した言葉である。  












が 19例、“捧”が 22例、“端”が 19例、“握”が 27例、“攥”が 18例であった。
“握”は他の動詞に比べてやや多く動作が行われた。 
手以外の身体部位の協調についての結果 


































































































































































































































































3.3.1  “按、摁、压、推”の先行研究における記述 











































そのもの自身の重みをかけること。」とする。   
 
















































 分析結果は章末の表 5および表 6に示す通りである。同じく章末の表 7は分析項目
別の典型、非典型を示したものである。  
 
3.3.2.1  “按”の結果と考察  
“按”の結果  














                                                   
26 中司 2014で設定した力の方向は上、下、横、外、内の 5つである。本稿では手に
よって加えられる力の方向の分析項目を中司 2014 から修正し、上、下、内、外、前、




中司 2014 上 下 横 外 内 



















手掌の向きは下向きが 18例、内向きが 6例27、前向きが 4例だった。手掌の向きは
下の傾向が強い。 














図 37 指を用いる“按”の動作(左図：按 C901、右図：按 C204) 
  
 




































































図 39 “按”の動作における力の方向  






                                                   
29 中国語母語話者が“按”に下方向への強いイメージを持っている点は拙稿 2010:239















































































3.3.2.2  “摁”の結果と考察 
“摁”の結果 





































手掌の向きは下向きが 18例、内向きが 1例、後向きが 1例、前向きが 2 例であり、
下の傾向が強い。 














図 40 “摁”の動作(左図：摁 C501、中間図：摁 C302、右図：摁 C105) 




















認できる。インフォーマントが一番目に行った動作は“按”は 10 名中 9 名が一指に






3.3.2.3  “压”の結果と考察 
“压”の結果 
10 名のインフォーマントが“压”について行った手による動作の合計数は 18 例で
あった。このほかに臀部による動作が 3 例行われた32。また人間以外の無情事物によ
                                                   



































両手の協調の有無については全 18例中、両手動作が 10例、片手動作が 8例で、“按”
や“摁”とは異なり、やや両手動作が多かった。両手動作時の両手の関係は面的接触











ている状態が 5例、ニュートラルが 3例であった。 
母指の対立は“压”のすべての動作において認められなかった。  
爪の関与は全ての動作で見られなかった。 
                                                   
33 インフォーマントの発言は“把一个东西放在另一个东西上面，压住它。”、“车压到
脚了。”、“雪压在枝头上。”(以上 C2)、“把一本书压到了另一本书上。” (C4)であった。  
86 
 
手掌の向きは下向きが 16例、内向きが 2例であり、手掌はほぼ常に下向きである。  
手によって物体に加えられる力の方向については“压”は五指を伸展させて手掌
全体で物体に圧力をかける動作であり、力の方向は常に手掌の向きと一致する。よっ













































































比如被子，叠被子以后给它压得平整一点儿， 薄一点儿。(压 C1002) 
比如说我们做健美操的时候，然后老师就会说比如说把手压下来，就是这样。(压

















用身体压住对方。(压 C402)  
压桌子。(压 C501) 
压腿。(压 C504)  
















































压腿。(压 C504)  
比如手里拿一团棉花，让它变薄了。(压 C1003) 
“压腿”(図 43 左図「压 C504」)は、インフォーマントは片手の手掌を内向きにし、
脚(膝)を押さえて脚を伸ばすような動作を行った。また“比如手里拿一团棉花，让它
变薄了” (図 43 右図「压 C1003」)は、両手の手掌を内向きにし、綿花を薄くするた
めに“压”する動作である。 
 





























“推”は全動作 27例中、両手動作が 20例、片手動作が 7例で、明らかに両手動作
が多かった。本調査より“推”は両手動作が主であることが明らかになった。両手動





















手掌の向きは前向きが 19 例、下向きが 6 例、内向きが 1 例、外向き 1 例で、前向
きの傾向が強い。 



























表 8 “推”の動作の具体的な状況35 


















































































































3.3.3  分析項目別の結果と考察 
 章末の表 7は分析項目別の典型、非典型を示したものである。  
 
3.3.3.1  分析項目別の結果 
合計動作数についての結果 
10 名のインフォーマントが各動詞について行った手による動作の合計数には差が
みられた。“按”が 28 例、“摁”が 22例、“压”が 18例、“推”が 27例であった。
“按”と“推”は、“摁”と“压”にくらべ、合計動作数がやや多かった。なお“压”
についてはこのほかに臀部による動作が 3例行われ、人間以外の無情事物による行為










































                                                   






 内転状態 外転状態 ニュートラル 計 
按 5(41.7%) 5(41.7%) 2(16.7%) 12(100%) 
摁 6(60.0%) 4(40.0%) 0(0%) 10(100%) 
压 10(55.6%) 5(27.8%) 3(16.7%) 18(100%) 

































































































































































































表 2 “托、捧、端、握、攥”の結果(次頁に続く)42 
 
 





一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
托C101 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
托C201 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C301 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C401 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C501 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C502 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
托C503 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
托C601 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
托C702 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C703 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C704 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C801 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
托C802 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
托C901 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C902 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C903 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
托C1001 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托C1002 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
托













表 2 “托、捧、端、握、攥”の結果(次頁に続く)43 
 




































一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
捧C102 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
捧C201 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C302 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
捧C401 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C501 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C502 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
捧C503 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0
捧C504 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C505 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C601 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C604 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
捧C701 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C603 1 0 0
捧C602 1 0 0
捧C301 1 1 0

















































一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
捧C702 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C801 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C901 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C902 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
捧C1001 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
端C102 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
端C201 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C301 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0
端C401 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
端C402 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C501 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C502 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
端C503 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C601 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
端C602 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0
端C603 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
端C702 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C703 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
端C701 1 0 0
端






















































一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
端C801 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
端C901 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
端C1001 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C101 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C102 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
握C201 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C301 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C302 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C401 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C402 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C403 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C501 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C502 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C503 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C504 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C601 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C602 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C701 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C702 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0





















































一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
握C801 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
握C802 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C803 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C804 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
握C901 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
握C902 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C903 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
握C1001 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握C1002 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握C1003 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
攥C101 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
攥C102 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0
攥C103 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
攥C201 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
攥C301 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
攥C401 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
攥C501 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
攥C601 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

























































一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
攥C702 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
攥C801 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
攥C803 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
攥C804 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
攥C901 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
攥C902 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
攥C1001 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
攥C1002 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
攥









































































































































































































































































































































































+ + - + ++ - - - - ++ ++ + - + + + - ++
++ - + + + - - - - ++ + ++ - + + + + ++
++ + - - ++ - - - - ++ + + + + + + + ++
- ++ ++ - - - - - - ++ - + + ++ - + + +











爪関与 爪非関与 上 下 内 外 前 後
- ++ ++ - - - - +
- ++ + - + - - -
- ++ + - + - - -
- ++ + + + - - -











表 5 “按、摁、压、推”の結果44(次頁に続く) 
 
                                                   




一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
按C101 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
按C102 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
按C103 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
按C104 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
按C201 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C202 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C203 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
按C204 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
按C301 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
按C302 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C303 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
按C401 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C402 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
按C403 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C404 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
按C501 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C502 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
按C601 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
按C602 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C701 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
按C702 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0


















上 下 内 外 前 後
按C101 0 0 0 0 1 0 按门铃。
按C102 0 1 0 0 0 0 按手印。
按C103 0 1 0 0 0 0 我按住他/按住，不要动了。
按C104 0 0 0 0 1 0 按开关。
按C201 0 1 0 0 0 0 按按钮。键盘按住某个键子。
按C202 0 1 0 0 0 0 按住某个东西。有个人要发言的话，按住他，不让他说。
按C203 0 0 0 0 1 0 按按钮。
按C204 0 1 0 0 0 0 按手印儿。
按C301 0 1 0 0 0 0
按C302 0 0 0 1 0 0 把开关按下去。
按C303 0 1 0 0 0 0 把浮到水面的东西，按到水底下去。
按C401 0 1 0 0 0 0 按住，为了把东西固定住。
按C402 0 1 0 0 0 0 按住。
按C403 0 1 0 0 0 0 为了支撑身体，双手按在桌子上面。
按C404 0 0 0 0 1 0 把这张纸按到这个地方，把它固定上面。就是固定的意思。
按C501 0 1 0 0 0 0 按钮按下去。
按C502 0 1 0 0 0 0 按电话。
按C601 0 1 0 0 0 0 把开关按钮按一下。
按C602 0 1 0 0 0 0 按钮啊开关按一下。
按C701 0 1 0 0 0 0 把他按住不要动。按住。
按C702 0 1 0 0 0 0 把钉子按进墙里，按进桌子里。














一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C803 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C901 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C1001 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C1002 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
按C1003 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C101 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C102 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C103 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
摁C104 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
摁C105 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C201 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C202 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
摁C203 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C301 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C302 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C401 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C402 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C501 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C502 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C601 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
















表 5 “按、摁、压、推”の結果(次頁に続く) 
 
 
上 下 内 外 前 後
按C803 0 1 0 0 0 0 这个床是硬还是软不知道，所以我按一下。
按C901 0 1 0 0 0 0 按开关。
按C1001 0 1 0 0 0 0 按就是按电视的开关。
按C1002 0 1 0 0 0 0 我手放在朋友的肩膀上，按住他。
按C1003 0 1 0 0 0 0 我小侄子要打针的时候他要乱动，所以就要双手按住他。
摁C101 0 1 0 0 0 0 地震时把桌子摁住。
摁C102 0 1 0 0 0 0 地震时把桌子摁住。
摁C103 0 0 0 0 1 0 在墙上摁一个钉。
摁C104 0 0 0 0 1 0 摁门铃。
摁C105 0 1 0 0 0 0 我想抓一个小兔子，我摁住它。
摁C201 0 1 0 0 0 0 摁住某人。
摁C202 0 1 0 0 0 0 摁手印儿。
摁C203 0 1 0 0 0 0 摁按钮。
摁C301 0 0 0 1 0 0 摁开关。
摁C302 0 1 0 0 0 0 水缸里有个浮起来的球，摁下去。
摁C401 0 1 0 0 0 0 摁手印。
摁C402 0 1 0 0 0 0 这个人犯罪了，把他摁住。
摁C501 0 1 0 0 0 0 比如说摁这个键，或者摁键盘，鼠标的键盘摁。
摁C502 0 1 0 0 0 0 摁键盘，鼠标的键盘摁。
摁C601 0 1 0 0 0 0
摁C701 0 1 0 0 0 0 把钉子摁下去。也可以是摁一个按钮。
按腿。
何をしている動作か














一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
摁C702 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C801 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C901 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C1001 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C1002 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
摁C1003 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C101 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C102 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C201 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C301 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
压C401 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C402 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C501 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C502 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C503 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
压C504 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
压C601 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
压C701 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
压C801 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C802 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C901 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
压C1001 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0















表 5 “按、摁、压、推”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後
摁C702 0 1 0 0 0 0 把人摁到地上不要动。
摁C801 0 1 0 0 0 0 摁被子/摁床。
摁C901 0 0 0 0 1 0 摁开关。用力气点，摁。
摁C1001 0 1 0 0 0 0 摁一下开关,摁一下键盘上的键。
摁C1002 0 1 0 0 0 0 摁住小狗不让它跑/这儿有伤口流血了。摁住它。
摁C1003 0 0 0 0 1 0 图钉摁进去/墙上的灯的开关摁一下。
压C101 0 1 0 0 0 0 压着/我不想让你看到什么，我可以这样，压着。
压C102 0 1 0 0 0 0 压着我的手。我们礼仪的时候，你的这个手放在上面嘛，我压着它/洗发水，压压压出来。
压C201 0 1 0 0 0 0 盖章的时候，要压在上面。要把那个章使劲压一下。
压C301 0 1 0 0 0 0 水缸里的球压下去。
压C401 0 1 0 0 0 0 用手用力自上往下使劲地压。
压C402 0 1 0 0 0 0 用身体压住对方。
压C501 0 1 0 0 0 0 比较用劲往下使劲。压桌子。压什么都可以。
压C502 0 1 0 0 0 0
压C503 0 1 0 0 0 0 比如说我们做健美操的时候，然后老师就会说比如说把手压下来，就是这样。
压C504 0 0 1 0 0 0 压腿。
压C601 0 1 0 0 0 0 比如说被子就是它比较不平整嘛，把它压平。
压C701 0 1 0 0 0 0 压就是这样压下去。我想到的是一个很软的东西把它压扁。
压C801 0 1 0 0 0 0
压C802 0 1 0 0 0 0 你的行李很多嘛，然后箱子很小，如果装不下的时候压一压。
压C901 0 1 0 0 0 0 我的书页脚折起来的时候，我想让它再变平的时候，这样压/做饺子，你用白菜会有很多
水，把水压出去。
压C1001 0 1 0 0 0 0 用力把一个东西压下去。














一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
压 压C1003 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
推C101 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
推C102 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C103 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
推C104 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C105 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C201 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C301 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C302 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C303 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C401 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C402 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
推C403 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C404 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
推C405 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
推C501 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C601 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C602 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C701 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C702 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
推C703 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0
推C801 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
推C802 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0














表 5 “按、摁、压、推”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後
压 压C1003 0 0 1 0 0 0 比如手里拿一团棉花，让它变薄了。
推C101 0 0 0 0 1 0 把窗户推开。
推C102 0 0 0 0 1 0 站到旁边，推开。
推C103 0 0 0 0 1 0 推门。
推C104 0 0 0 0 1 0 推下去。
推C105 0 0 0 0 1 0 推车。
推C201 0 0 0 0 1 0 把这个箱子推过去/把某人推到前面去/推车。
推C301 0 0 0 0 1 0 有一辆车不能动了，很多人过来推着车走/推别人一把。
推C302 0 0 0 0 1 0 推着自行车走。
推C303 0 0 0 0 1 0 把门推开。
推C401 0 0 0 0 1 0 推可以用单手，也可以用双手。
推C402 0 0 0 0 1 0 推可以用单手，也可以用双手。向前推。
推C403 0 0 0 0 1 0 推门。
推C404 0 0 0 0 1 0 把这个人推出去。
推C405 0 0 0 0 1 0 推着小车往前走。
推C501 0 0 0 0 1 0 推开门。推开窗/前面有个人，我把他推开。
推C601 0 0 0 0 1 0 推车，推着走。
推C602 0 0 0 0 1 0 我推你。
推C701 0 0 0 0 1 0 推东西。
推C702 0 0 0 0 1 0 推人，但都是往前的。
推C703 0 0 0 1 0 0 就是要离开你的身体，离你远一点叫推。
推C801 0 0 0 0 1 0 推桌子。
推C802 0 0 0 0 1 0 推桌子/推人。




















一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
推C902 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C903 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
推C1001 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0











上 下 内 外 前 後
推C902 0 0 0 0 1 0 自行车的话，我这样子是推车。
推C903 0 0 0 0 1 0 推行李，下面有轮子。
推C1001 0 0 0 0 1 0 推我朋友让他往前走。

















































































































































































































































































































































+ ++ - + ++ + - - - + ++ - - ++ + - - ++
+ ++ - - ++ + - - - + ++ - - ++ + - - ++
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爪関与 爪非関与 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後
- ++ - + + - + - - ++ - - + -
- ++ - ++ - - - - - ++ - - + -
- ++ - ++ + - - - - ++ + - - -










第 4章 データ分析 2 手の動的使用に該当する中国語動作動詞 
 



































































































































































































分析結果は章末の表 10、表 11 に示した。指の状態(屈伸、内外転、母指対立)およ
び手掌の向きについては動作の始めと終わりで状態が異なる場合は表 10 の各分析項
目の(始)と(終)の 2箇所に分析結果を入力した。動作の始めと終わりで変化がない場合





















両手動作 6 例、片手動作 18 例で基本的に片手動作である。両手動作時の両手の関
係は、6例すべて非接触である。指の本数はすべて五指、つまり手による動作である。 
指の状態のうち指の屈伸の結果を見ていく。動作の始めと終わりで状態に変化があ
る場合が 20 例、変化がない場合が 4 例であった。変化がある場合、すべて屈曲して
いる状態からの伸展運動であった。その詳細は動作の始め指が屈曲して指先は手掌に





 指の内外転については動作の始めと終わりで状態に変化がある場合が 14 例、変化


























































































































































































変化がある場合が 24 例、変化がない場合が 2 例であった。変化がある場合はすべて
屈曲している状態からの伸展運動であった。その詳細は、動作の始め指が屈曲して指





 指の内外転については動作の始めと終わりで状態に変化がある場合が 20 例、変化
がない場合が 6例であった。変化がある場合すべて外転運動が行われた。詳細は動作
の始め、内転している状態が 20 例、その他の状態はなかった。動作の終わりでは、
外転している状態が 17 例、内転でも外転でもないニュートラルな状態が 3 例であっ






手掌の向きは腕の動きとともに変化する動作が 21 例、変化しない動作が 5 例であ
り、変化する傾向が強い。手掌の向きが変化する場合上から下へ変化する動作が 6例、
上から前へ変化する動作が 1例で、前から下へ変化する動作が 5例、後から上へ変化
する動作が 3 例、前から上へ変化する動作が 2 例、後から内に変化する動作が 1 例、
                                                   





ることが分かる。手掌の向きが変化しない動作 5 例はすべて手掌は下を向いている。 


































図 51 肩のあたりから腕を繰り出す動作(扔 C901、左図:始め、右図:終わり) 
  























































続いて腕が外方向に動く動作について考察していく。全 26 例中 8 例行われた。対
象物は腕の動きとともに外方向に移動して最終的には重力によって下に落ちることが
予想される。 腕は図 53「扔 C702」のようにまっすぐ外方向に繰り出される場合もあ
れば図 54「扔 C501」のようにやや上方の外方向に繰り出される場合、図 55「扔 C602」
のように、やや下方の外方向に繰り出される場合などもあり、動作は多様であった。 
 
図 53 腕をまっすぐ外方向に振り出す動作(扔 C702、左図:始め、右図:終わり) 
  
 
















  把不用的东西扔出去。(扔 C301) 





































4 例すべてで手掌の向きは変化する。前から下へ変化する場合が 3 例、内から下へ
変化する場合が 1例で、いずれも動作の結果手掌の向きが下に変化する点で共通する。
物体を下方向に落とす動作であるので手掌が下を向くというのは自然であろう(図 56、








図 56 片手動作の場合(扔 C1003、左図:始め、右図:終わり) 
  
  










纸啊，垃圾啊，都可以是这样地扔。(扔 C801)  
垃圾，有垃圾桶的话，把它扔到，扔下去。不是简单地把它放到一个别的地方，是
有一个丢的意思，就我不要了的意思。(扔 C903) 

































































































































































































































































































抛 上 前→後 直線 高い 低い15 ＋ 




前(低)17  →上 放物線 近い ＋ 
下 →下 直線 地面 ＋ 
















13 腕の動きの方向と対象物の移動方向は同じであると考える。  



















一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 伸展 接触 伸展 接触 内転 外転 内転 外転 内転 外転
抛C101 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C102 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C103 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C201 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C202 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C301 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C401 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C501 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
抛C502 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0
0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0
0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0
抛C602 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0
抛C603 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C701 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0
抛C702 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0
抛C703 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
抛C704 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0
抛C801 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0
抛C901 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0
抛C902 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
抛C903 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0
抛C904 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0
抛C905 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0





























表 10 “抛”、“扔”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後
抛C101 0 0 1 0 0 0 0
抛C102 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C103 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C201 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C202 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
抛C301 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C401 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C501 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
抛C502 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0
抛C602 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C603 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C701 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
抛C702 0 0 0 0 0 1 0
抛C703 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
抛C704 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C801 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C901 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
抛C902 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C903 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C904 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0









表 10 “抛”、“扔”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後
抛C101 0 0 0 0 1 0 直接抛出去。
抛C102 0 0 0 0 1 0 抛出去。
抛C103 0 0 0 0 1 0 扔出去。抛球。
抛C201 0 0 0 0 1 0 比如说，棒球，抛球。篮球，抛球。然后自己把东西丢掉，抛掉。
抛C202 1 0 0 0 0 0 比如说学生毕业的时候，把自己文凭抛到空中。
抛C301 0 0 0 0 1 0 把东西向上用力扔出去。抛球。
抛C401 0 0 0 0 1 0 手里边拿着一个某些物品，球之类的，铅球之类，给它抛出去。
抛C501 1 0 0 0 0 0 这样扔出去/爸爸把小孩抛起来。
抛C502 0 0 0 0 1 0 抛铅球。
抛C602 0 0 0 0 1 0 篮球这样抛过去。
抛C603 0 0 0 0 1 0 你也可以抛一个石头呀。
抛C701 1 0 0 0 0 0
抛C702 0 0 0 0 1 0 比如说，排球里面传球的时候，我传给你。这样抛过去。
抛C703 1 0 0 0 0 0 扔石子的时候这样抛出去。
抛C704 0 0 0 0 1 0
抛C801 0 0 0 0 1 0 比如说扔纸团儿，扔球，就抛球都可以，就是抛。
抛C901 0 0 0 0 1 0 丢出去。
抛C902 0 0 0 0 1 0 丢出去。
抛C903 0 0 0 0 1 0 把绣球抛给他。
抛C904 0 0 0 0 1 0 丢出去。















一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 伸展 接触 伸展 接触 内転 外転 内転 外転 内転 外転
抛C906 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
抛C1001 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C101 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C102 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C103 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C104 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C201 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C202 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C301 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0
扔C302 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0
扔C401 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0
扔C402 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0
扔C501 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
扔C502 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
扔C601 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C602 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C603 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0
扔C604 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0
扔C701 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0
扔C702 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0
扔C801 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C901 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0






























表 10 “抛”、“扔”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後
抛C906 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
抛C1001 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C101 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
扔C102 0 0 1 0 0 0 0
扔C103 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
扔C104 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C201 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C202 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
扔C301 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
扔C302 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
扔C401 0 0 1 0 0 0 0
扔C402 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
扔C501 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
扔C502 0 0 1 0 0 0 0
扔C601 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C602 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
扔C603 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
扔C604 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
扔C701 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C702 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0
扔C801 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
扔C901 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0









表 10 “抛”、“扔”の結果(次頁に続く) 
 
上 下 内 外 前 後
抛C906 0 0 0 0 1 0 一般是单手这样子抛出去。
抛C1001 0 0 0 0 1 0 我把球抛出去。打篮球的时候把球抛出去。
扔C101 0 0 0 1 0 0 一个物体我抓住，扔出去。
扔C102 0 0 0 1 0 0 我不要了，扔出去。
扔C103 0 0 0 0 1 0
扔C104 0 0 0 0 1 0
扔C201 0 0 0 0 1 0 扔是把东西抛出去，扔出去。
扔C202 0 0 0 0 1 0 扔，扔掉。比如说扔垃圾。是把不需要的东西扔掉。
扔C301 0 0 0 1 0 0 把不用的东西扔出去。
扔C302 0 0 0 0 1 0 扔铅球。
扔C401 0 0 0 1 0 0 抛弃的意思。扔到地上。把这个废纸扔到垃圾上边，扔到地上。
扔C402 0 0 0 0 1 0 我把这个巧克力扔给他。
扔C501 0 0 0 1 0 0 扔出去。比如说我要可以扔一张纸，就是这样扔。
扔C502 0 0 0 1 0 0 扔比如说果皮，吃剩了的。或者是垃圾，扔垃圾。
扔C601 0 0 0 0 1 0 把一个东西扔到远处。扔纸团/扔石头，扔远一点。近远都行。
扔C602 0 0 0 1 0 0 扔垃圾。
扔C603 0 0 0 0 1 0 你比如说垃圾箱在这边，然后就这样扔进去。
扔C604 0 1 0 0 0 0 扔进去。
扔C701 0 0 0 0 1 0 扔石头。要把它扔得很远。就这样扔出去。
扔C702 0 0 0 1 0 0 扔垃圾。随便丢。
扔C801 0 1 0 0 0 0 纸啊，垃圾啊，都可以是这样地扔。
扔C901 0 0 0 0 1 0




















一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 伸展 接触 伸展 接触 内転 外転 内転 外転 内転 外転
扔C903 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C1001 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0
扔C1002 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
扔C1003 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0



























上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後
扔C903 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
扔C1001 0 0 1 0 0 0 0
扔C1002 0 0 1 0 0 0 0
扔C1003 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0




















上 下 内 外 前 後
扔C903 0 1 0 0 0 0 垃圾，有垃圾桶的话，把它扔到，扔下去。
扔C1001 0 0 0 0 1 0 我把球扔出去。
扔C1002 0 0 0 0 1 0 我把球扔出去。
扔C1003 0 1 0 0 0 0 把垃圾扔在垃圾桶里。






















































































































































































































































































































































+ ++ － － ++ － － － － ++ － + + ++ － － － － －
















対立 非対立 対立 非対立 対立 非対立 爪関与 爪非関与
+ － － － + － + + － + － － + － ++ － ++
++ － － － + + + － － + － － + － ++ － ++







上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後 上 下 内 外 前 後
++ － － － + － － + － － + + － － － － － － + － － － ++ －









第 5章 対照言語学への応用 
 




















5.2  手に関わる動作動詞の日中比較―「握る」、“握”、“攥” 
5.2.1  本章で取りあげる日中の動作動詞  
日中両言語には手による動作を表す動作動詞が数多く存在する。これらのうち第 3
章で取り上げた中国語の“握”と日本語の「握る」は同形字で一般に意味が対応する






















調査は 2015年 5月と 12月の 2度にわたって行われた。 
インフォーマント 
インフォーマントは日本語を母語とする計 10 名である。男性 5 名、女性 5 名、平
均年齢(調査時)は 21.8 歳である。詳細は以下の表 14 の如くである。すべてのインフ
ォーマントの同意のもとに調査が行われた。  
 
















J1 埼玉県さいたま市 26 女 
J2 神奈川県横浜市 20 男 
J3 埼玉県北本市 24 女 
J4 石川県金沢市 34 男 
J5 東京都杉並区 20 男 
J6 山梨県甲府市 20 女 
J7 東京都日野市 19 女 
J8 東京都武蔵野市 19 男 
J9 神奈川県足柄上郡 18 男 






























両手の協調の有無については両手動作が 4 例、片手動作が 13例で基本的に片手で
行われる動作である。両手動作時の両手の関係は線的接触 1例、面的接触 1例、非接
触 2例であった。 




指先が手掌に接触しない状態が 4 例、手掌に接触する状態が 13 例であった。つまり
指は常に屈曲し、指先が手掌に接触する傾向が非常に強い。指の内外転については内




















図 58 指先が手掌に接触する傾向の強い「握る」の動作 
「握る J101」         「握る J203」            「握る J402」 
   
「握る J601」         「握る J801」           「握る J901」 











































以下の図 60 は第 3 章でも紹介した“握”について中国語母語話者によって行われ
た動作である。 
 



























図 61 日本語母語話者が行った「持つ」の動作(一部) 
   
 
   
 


















一指 二指 三指 四指 五指 伸展 接触 内転 外転 上 下 内 外 前 後
握るJ101 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
握るJ201 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0
握るJ202 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ203 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ204 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ301 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ302 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握るJ401 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握るJ402 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ501 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ601 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ701 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ801 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ901 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握るJ1001 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0
握るJ1002 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
握
る


















































































































































+ ++ + + + - - - - ++ - + ++ ++ - - + ++
- ++ ++ - - - - - - ++ - + + ++ - + + +









爪関与 爪非関与 上 下 内 外 前 後
- ++ - - ++ - - -
- ++ + + + - - -















































第 2章では本稿における調査および分析の方法について詳述した。  





































































































































































































                                                   

















表 1 中国語の調査動詞  
No. 动词 拼音  No. 动词 拼音 No. 动词 拼音 
1 安 an1 24 捣 dao3 47 扛 kang2 
2 按 an4 25 蹬 deng1 48 抠 kou1 
3 拔 ba2 26 踮 dian3 49 扣 kou4 
4 掰 bai1 27 叠 die2 50 挎 kua4 
5 摆 bai3 28 端 duan1 51 拉 la1 
6 搬 ban1 29 跺 duo4 52 捞 lao1 
7 蹦 beng4 30 摁 en4 53 撩 liao1 
8 拨 bo1 31 放 fang4 54 撂 liao4 
9 擦 ca1 32 封 feng1 55 拎 lin1 
10 踩 cai3 33 扶 fu2 56 搂 lou1 
11 插 cha1 34 盖 gai4 57 搂 lou3 
12 拆 chai1 35 搁 ge1 58 抹 ma1 
13 搀 chan1 36 刮 gua1 59 埋 mai2 
14 缠 chan2 37 挂 gua4 60 摸 mo1 
15 扯 che3 38 挤 ji3 61 抹 mo3 
16 抻 chen1 39 捡 jian3 62 拿 na2 
17 抽 chou1 40 接 jie1 63 挠 nao2 
18 踹 chuai4 41 揭 jie1 64 拈 nian1 
19 捶 chui2 42 解 jie3 65 捻 nian3 
20 蹿 cuan1 43 举 ju3 66 捏 nie1 
21 搓 cuo1 44 卷 juan3 67 蹑 nie4 
22 打 da3 45 开 kai1 68 拧 ning3 
23 掸 dan3 46 揩 kai1 69 扭 niu3 
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No. 动词 拼音  No. 动词 拼音 No. 动词 拼音 
70 挪 nuo2 86 撕 si1 102 托 tuo1 
71 拍 pai1 87 松 song1 103 拖 tuo1 
72 抛 pao1 88 抬 tai2 104 脱 tuo1 
73 捧 peng3 89 摊 tan1 105 挖 wa1 
74 掐 qia1 90 弹 tan2 106 握 wo4 
75 敲 qiao1 91 掏 tao1 107 捂 wu3 
76 取 qu3 92 踢 ti1 108 掀 xian1 
77 绕 rao4 93 提 ti2 109 压 ya1 
78 扔 reng1 94 挑 tiao3 110 摇 yao2 
79 揉 rou2 95 跳 tiao4 111 摘 zhai1 
80 洒 sa3 96 贴 tie1 112 指 zhi3 
81 撒 sa3 97 捅 tong3 113 抓 zhua1 
82 塞 sai1 98 投 tou2 114 拽 zhuai4 
83 搔 sao1 99 涂 tu2 115 攥 zuan4 
84 扇 shan1 100 团 tuan2       
85 拾 shi2 101 推 tui1   
  
 
表 2 日本語の調査動詞  
No. 動詞 読み No. 動詞 読み 
1 入れる  いれる  8 押す おす  
2 受け取る  うけとる  9 折る おる  
3 動かす  うごかす  10 かき集める  かきあつめる  
4 打つ うつ 11 こする  こする  
5 移す うつす  12 提げる  さげる  
6 置く おく 13 支える  ささえる  
7 押さえる  おさえる  14 ささげ持つ  ささげもつ  
196 
 
No. 動詞 読み No. 動詞 読み 
15 さする  さする  40 運ぶ はこぶ  
16 触る さわる  41 はさむ  はさむ  
17 捨てる  すてる  42 はじく  はじく  
18 擦る する 43 はたく  はたく  
19 抱き締める  だきしめる  44 放す はなす  
20 抱く だく 45 払い落とす  はらいおとす  
21 叩く たたく  46 引き上げる  ひきあげる  
22 つかみ取る  つかみとる  47 引き裂く  ひきさく  
23 つかむ  つかむ  48 引きずる  ひきずる  
24 突く つく 49 引き寄せる  ひきよせる  
25 つつく  つつく  50 引く ひく  
26 つねる  つねる  51 引っ張る  ひっぱる  
27 つまむ  つまむ  52 ひねる  ひねる  
28 ちぎる  ちぎる  53 触れる  ふれる  
29 取る とる 54 ほうる  ほうる  
30 なう なう 55 ほじくる  ほじくる  
31 投げる  なげる  56 持ち上げる  もちあげる  
32 なでる  なでる  57 持ち運ぶ  もちはこぶ  
33 ならべる  ならべる  58 持つ もつ  
34 握りしめる  にぎりしめる  59 もむ もむ  
35 握る にぎる  60 指差す  ゆびさす  
36 ねじる  ねじる  61 よる よる  
37 のしかかる  のしかかる  62 分ける  わける  
38 載せる  のせる  63 割る わる  
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